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復興グルメで後押し

混説諭皿の団体も応援

　
東
日
本
本
祭
災
で
被
災

し
た
仮
設
商
店
街
の
自
慢

已
品
か
ら
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
決
め
る
「
復
興
グ
ル

メ
　
Ｆ
－
士
入
会
」
が
2
0

目
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の

気
仙
沼
復
興
圓
店
街
南
町

紫
唐
鎖
で
聞
か
れ
た
。

　
被
災
地
で
支
援
活
動
を

続
け
る
国
際
医
療
プ
ラ
ン

ケ
ィ
ァ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
言
出

足
北
区
）
万
全
国
。
矢

槌
め
か
ぶ
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

干
　
ご
七
千
県
大
槌
町
）

や
ワ
カ
メ
ご
飯
に
ホ
タ
テ

ー
個
を
九
ご
と
の
せ
た

「
雄
勝
丼
」
　
（
京
城
県
石

巻
市
）
な
ど
岩
手
、
宮
城

つ
弓
剛
回
折
ブ
欧
旧
。
方

「復興グルメＦ－１大会」が開かれ、

にぎわう気仙沼復興商店街南町紫市場

==20日、宮城県気仙沼市

れ
た
観
光
客
や
地
元
住

民
は
、
投
票
用
の
割
り
箸

を
片
手
に
、
１
皿
３
０
０

円
で
ご
当
地
の
昧
に
舌
鼓

を
打
っ
た
、
お
お
ふ
な
と

夢
商
店
街
（
岩
手
県
大

船
渡
市
）
の
及
川
広
言
さ

ん
（
卵
）
は
「
お
客
さ
ん
の

評
判
は
上
々
で
今
後
に

弾
み
が
つ
い
た
」
と
喜
ん

だ
。

　
投
票
の
結
果
、
サ
ン
マ

の
甘
露
煮
と
野
菜
を
薄
焼

き
し
た
パ
ン
生
地
で
巻
く

気
肋
沼
庖
興
商
店
街
商
町

紫
市
場
の
二
八
仙
沼
サ
ン

マ
テ
ィ
ー
ヤ
」
が
優
勝
し

た
。

　
同
心
Ｉ
コ
ミ
ベ
い
・
っ
Ｆ
弘
「
．
ｔ
一
ｊ

ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
」
　
（
津

山
市
）
も
応
援
に
駆
け
付

け
２
０
０
食
を
販
売
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
新
庄
村
の
ア
ヒ

ル
「
の
と
ろ
タ
ッ
ク
」
の

肉
を
使
っ
た
汁
を
振
る
舞

っ
た
。

　
過
去
社
団
、
福
島
、
宮

城
県
で
炊
き
出
し
を
し
た

と
い
う
津
山
ホ
ル
モ
ン
う

ど
ん
研
究
会
の
河
原
大
輔

さ
ん
（
肘
）
は
「
ゆ
っ
く
り

と
し
か
復
興
が
他
宗
な
い

中
、
商
店
街
の
皆
さ
ん
か

ら
は
『
何
か
し
な
け
れ
ば
』

と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ

た
。
今
後
も
継
続
的
に
支

援
を
し
た
い
」
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
大
政
朋
子
さ
ん
（
4
0
）

は
「
約
圭
一
‐
ｏ
Ｏ
Ｏ
人
が
訪

れ
盛
況
。
参
加
団
体
の
多

く
が
『
次
は
自
分
の
地
元

で
や
っ
て
ほ
し
い
』
と
言

っ
て
く
机
た
の
が
即
象
的

だ
っ
た
言
話
し
て
い
た
。
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